
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

理 科 物 理 ３ ３－Ａ（理系） 

１．学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め目的意識をもって観察・実験などを行い、物理的に探究する能力

と態度を身につける。物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な自然観を身につける。科学技

術の平和利用の大切さを理解する。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

運動とエネルギー 

平面運動と剛体のつりあい 

運動量の保存 

円運動と単振動 

気体の性質と分子の運動 

平面内で剛体にはたらく力と力のモーメントがつり合
う条件について、実験を通して理解する。 
物体の重心、関連して物体が転倒しない条件などにつ
いて理解する。 
運動量と力積の関係について理解する。 
円運動。単振動をさせる力と遠心力を理解する。 
気体分子の運動と圧力の関係を粒子の衝突から理解す
る。 

２

学

期 

波動 

波の伝わり方 

音波と光 

電気と磁気 

電場と電位 電流 電流と磁場 

電磁誘導と交流 

原子 

電子と光 

原子と原子核 

波の伝わり方とその表し方について理解する。 
電荷や磁荷が相互に及ぼし合う力や電界や磁界の表し
方について理解する。 
電界中の物体の様子やその内外の電界について理解す
る。 
コイルを貫く磁束が変化するとき及び導線が磁束を横
切るときに生じる誘導起電力、自己誘導、相互誘導、
うず電流、交流発電機の仕組みなどについて理解する。 
原子の構造及びスペクトルと電子のエネルギー準位の
関係について理解する。 
原子核の構成、原子核の崩壊及び核反応について理解
する。 

３
学
期 

物理学が築く未来 

物理学の発展と成果が科学技術の基盤をつくり、それ
らが様々な分野において応用され、未来の社会の形成、
未知の世界の探究に大きな役割を果たしていることを
理解する。 

３．評価方法・評価の観点 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

自然の事物・現象に関

心をもち、意欲的にそ

れらを探究するとと

もに、科学的態度を身

に付けている。 

観察・実験などを通し

て、自然の事物・現象

の中に問題を見いだ

し、事象を実証的、論

理的に考えたり、分析

的、総合的に考察した

りするとともに、事実

に基づいて科学的に

判断する。 

観察・実験の技能を習

得するとともに、自然

の事物・現象を科学的

に探究する方法を身

に付け、それらの過程

や結果を的確に表現

する。 

観察・実験などを通し

て自然の事物・現象に

ついての基本的な概

念や原理・法則を理解

し、知識を身につけて

いる。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 改訂 高等学校 物理  （第一学習社） 

副 教 材  

 

評 価 方 法 考査、平常点等による評価 




